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著
者
冨
g

広

F
R
R

氏
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
へ
，
フ
ラ
イ
大
学
ロ
マ
ン
諸
語
文
学
教
授
で
あ
り
、
十
二
、
十
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
つ
い
て
の
多
く
の
論
文

(1
) 

に
よ
っ
て
識
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
一
九
五
七
年
同
氏
が
パ
リ
大
学
に
呈
出
し
同
大
学
よ
り
博
士
号
を
取
得
し
た
学
位
論
文
包
舎
な
h
な

a
n
g

ミ
急
宮
崎
忌

h．
Q
遺
言
、
向
。
ミ
ミ
ミ
匂
含
号
、Q
h
h
H怠
ミ
言
、
同
去
し
門
旬
、
丸
号
、
喝
を
書
き
改
た
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
第
一
章
は
既
に
一
九
五
九
年
に
イ
タ
リ
ア
の
中
世
研
究

誌
∞
宮
島
田
o
e
a
早
宮
山
0
4
0
釘
何
回
門
戸
（
叶
・
〈

H
1〈
口
－E
Y
A
W
吋
l

。
。
）
に
h
a
h
wな
さ
句
誌
な
円
S

向
忠
言
及
、
ザ
札
旬
、

Q
z
mリ
ミ
同
時
N
宮
、
、
丸h
H暗
号
、
お
守
ミ
尚
昆
崎
、

2

吋
司
、
。
輔
ら
ぬ
一
丸

S
3

の
題
の
下
に
発
表
さ
れ
南
仏
文
学
と
北
仏
文
学
の
恋
愛
観
の
区
別
の
必
要
に
注
意
を
換
起
し
た
。
本
書
の
根
幹
を
な
す
第
二
章
同
忌
え
誌
な
ミ

n
h
N
句
史
E
S
ミ
吾

、Q
h
a、
お
さ
む2

は
一
九
六
二
年
同
じ
く
イ
タ
リ
ー
の
研
究
誌E
o
－a
S
A
w－0
3
0
3
Z
E
（
叶
・
2
ロ
・
3

・
N
8
1
N吋
ω

・
ω
∞
。
ー
ち
吋
）
に
発
表
さ
れ
、
南
仏
持
情
詩

人
に
つ
い
て
の
〉
匂
宮
「
H
E
R
a
－
問
。8
同
一
一
号
円
以
来
の
定
説
に
修
正
を
斉
’
り
し
た
。
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
サ
ル
語
に
よ
る
中
世
南
仏
詩
人
の
「
宮
廷
風
恋
愛
」
は
中
世

7
A
1
h
・
ク

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
に
極
め
て
重
要
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
、
現
代
に
至
る
西
欧
の
女
性
観
、
恋
愛
観
の
形
成
に
も
深
く
関
係
す
る
が
、
乙
の
「
宮
廷
風

恋
愛
」
の
実
体
は
意
外
に
捉
え
難
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
解
に
ラ
ザl
ル
氏
は
大
き
く
寄
与
を
な
し
た
と
云
え
る
。



ラ
ザ
l

ル
氏
の
見
解
は
同
氏
の
論
文
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
パ
リ
大
学
のT
s
p
a

－
2

教
授
が
一
九
五
九
年
p
v
w
g
含

Q
畠

Z
H
E。
ロ
冨
注
目
雪
包
0

2
m
〉
g
b
o
・
s

・
阿
部
1
5
3
誌
に
発
表
し
た
明
解
な
論
文
5
2
S

こ
2
3

湾
全

句
h
b
nな
に
よ
っ
て
広
く
紹
介
さ
れ
、
特
に
そ
れ
ま
で
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
」
な
も
の
と
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
乙
の
恋
愛
が
十
二
世
紀
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
サ
ル
詩
人

に
於
て
は
決
し
て
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
乃
至
禁
欲
的
な
恋
愛
で
な
か
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
、
乙
の
恋
愛
を

E
．

5
3

と
呼
ん
で
明
確
に
区
別
す
る
必
要
を
認

ア
E
4
1ル
・
ク
ル
ト
ワ

識
さ
せ
た
。
乙
の
詩
人
達
の
恋
愛
観
を
捉
え
る
に
は
厳
密
に
作
品
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
漠
然
と
「
中
世
的
」
と
か
「
宮
廷
風
恋
愛
」
等
の
語
に
よ
っ
て

組
雑
な
議
論
を
し
て
は
な
ら
ず
、
P
E

。
E
0
・
8
円
H
O
N
E－m
B
O
R
8
5
0

山P
E
w
s
g

の
各
々
を
区
別
し
て
論
ず
る
必
要
の
あ
る
事
は
ラ
ザ
！
ル
氏
の
一

九
五
九
年
の
論
文
も
、
フ
ラ
ピ
エ
氏
の
論
文
も
強
調
す
る
所
で
あ
る
が
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
拠
と
論
点
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
を

試
み
た
い
。

「
恋
愛
は
十
二
世
紀
の
発
明
だ
」
と
云
う
セ
イ
ニ
ョ
ボ
ス
の
著
名
な
言
は
警
句
に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
十
二
世
紀
の
西
欧
文
学
に
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

- 87 ー

い
恋
愛
、
女
性
観
が
出
現
し
た
乙
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
恋
愛
感
情
の
文
学
的
表
現
は
歴
史
と
共
に
旧
く
、
旧
約
聖
書
の
雅
歌
に
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
に
ロ

ー
マ
持
情
詩
人
に
、
又
、
国
を
問
わ
ず
時
代
を
問
わ
ず
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
プ
ラ
ト
ン
に
於
て
は
、
不
完
全
な
存
在
が
完
全
な
存
在
を
、
即
ち
女
性
が
男

ア
1
テ
l

性
を
恋
う
の
は
正
常
と
し
て
も
、
男
性
が
女
性
を
求
め
る
こ
と
は
不
健
全
と
さ
れ
、
多
く
の
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
で
は
恋
愛
は
狂
気
の
業
で
あ
っ
て
人
聞
を
カ
タ
ス

ト
ロ
フ
に
導
び
く
も
の
で
あ
っ
た
。
古
典
持
情
詩
に
歌
わ
れ
る
愛
の
対
象
は
多
く
が
「
遊
女
」
で
あ
る
。
相
思
相
愛
の
二
人
が
苦
難
に
耐
え
結
ぼ
れ
る
の
は
、

牧
歌
的
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
学
を
享
受
す
る
貴
族
階
級
に
は
起
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
伝
統
下
に
あ
る
西
欧
文
学
で
、
女
性
に
対
す
る
憧
僚
と
共
に
女
性
を
崇
め
、
女
性
を
愛
す
る
事
を
幸
福
の
源
泉
と
し
、
女
性
に
仕
え
る
歓
び
を
歌
っ
た

ギ
ヨ
l

ム
伯
に
於
て
は
愛
は
男
性
の
特
権
で
あ
り
、
生
の
歓

ア
ム
ー
ル
・
ク
ル
ト
ワ

喜
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
っ
て
近
付
き
難
い
高
貴
な
人
妻
に
対
す
る
深
い
思
慕
、
愛
の
た
め
に
ま
っ
た
き
服
従
を
約
す
る
「
宮
廷
風
恋
愛
」
へ
の
扉
が
聞
か
れ
た

の
が
ポ
ワ
テ
ィ
エ
伯
ギ
ヨ
l

ム
九
世
で
あ
り
中
世
俗
語
文
学
最
初
の
持
情
詩
人
と
云
わ
れ
る
。

の
で
あ
る
。
乙
の
恋
愛
で
は
対
象
と
し
て
既
婚
の
貴
夫
人
の
み
が
求
め
ら
れ
、
乙
女
は
対
象
と
さ
れ
な
い
。
恋
愛
は
騎
士
の
特
権
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
「
宮

廷
風
恋
愛
」
は
ギ
ヨ
l

ム
伯
の
孫
ア
リ
エ
ノ
l

ル
（
注
目g
o

♂
巴
8
8
8

）
の
ル
イ
七
世
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
北
仏
に
斉
3り
さ
れ
、
ア
リ
エ
ノ
！
ル
の
英
国
王



ヘ
ン
リ
l

二
世
と
の
再
婚
に
よ
っ
て
英
国
に
も
拡
め
ら
れ
る
が
規
範
化
さ
れ
る
と
共
に
変
質
も
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

ギ
ヨ
l

ム
九
世
は
一
O
七
一
年
に
生
れ
一
一
二
六
年
に
残
し
た
。
彼
の
遺
し
た
十
一
篇
の
拝
情
詩
は
西
欧
俗
語
文
学
最
古
の
現
存
作
品
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず

詩
法
上
の
完
成
を
示
し
て
い
る
事
か
ら
西
欧
持
情
詩
の
起
源
に
数
多
く
の
仮
説
を
斉
ら
し
て
い
る
。
又
、
一
方
、
十
二
世
紀
に
、
突
然
出
現
し
た
か
に
見
え
る

こ
の
「
宮
廷
風
恋
愛
」
の
誕
生
も
、
多
く
の
学
説
を
産
み
出
し
た
。
そ
の
中
で
も
戦
後
一
般
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
ア
ラ
ピ
ヤ
起
源
説
と
カ
タ
リ
派
異
端
起
源

説
で
あ
ろ
う
。
乙
の
他
に
古
典
ラ
テ
ン
詩
と
Q
R
E

〈
ω
官
巳
g

の
詩
の
影
響
を
考
え
る
説
、
宗
教
詩
起
源
説
（
聖
母
崇
拝
）
の
影
響
説
等
も
あ
る
が
、
日

(
2
) 

本
に
は
特
に
ロ
g

ぽ
骨
問
。
口
問
。
自OE

に
よ
る
カ
タ
リ
派
起
源
説
が
反
響
を
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

西
欧
に
於
て
十
二
世
紀
は
新
し
い
局
面
を
拓
い
た
時
期
に
当
り
ハ
ス
キ
ン
ズ
以
来
「
十
二
世
紀
ル
、
不
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
表
面
的
に
は
封
建
制
の
最
盛

期
で
あ
り
乍
ら
、
十
一
世
紀
の
顕
著
な
人
口
増
加
と
貨
幣
流
通
の
増
大
は
経
済
面
政
治
面
か
ら
そ
の
体
制
を
脅
や
か
し
都
市
の
発
達
と
商
人
の
発
生
を
準
備
し

て
い
た
。
騎
士
の
包
S
Z

目
。
誌
が
一
般
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
十
二
世
紀
中
葉
で
あ
る
が
こ
の
頃
同
じ
く
騎
士
の
聞
に
一
般
に
規
範
と
し
て
意
識
さ

れ
た
「
騎
士
道
」
は
移
り
行
く
社
会
の
中
で
は
旧
体
制
に
属
す
る
規
範
で
あ
っ
た
。
十
二
世
紀
か
ら
盛
ん
に
な
る
文
学
の
中
で
騎
士
道
は
理
想
化
さ
れ
て
行
くQ
U
 

O
O
 

と
共
に
非
現
実
的
に
な
っ
て
行
く
。
「
宮
廷
風
恋
愛
」
は
斯
う
し
た
理
想
の
騎
士
、
貴
女
の
理
念
的
恋
愛
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

F
R
R

氏
の
論
文
は
問
題
を
十
二
世
紀
に
限
定
し
、
南
仏
詩
人
達
「
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
」
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
短
詩
、
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
を
除
い
た
ク
レ

テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
四
作
品
を
取
上
げ
、
そ
の
中
に
於
け
る
「
宮
廷
風
恋
愛
」
を
分
析
す
る
。
こ
の
時
代
の
限
定
は
中
世
仏
文
学
で
は
十
三
世
紀
に
入

る
と
新
ら
し
い
展
開
を
示
す
の
で
重
要
で
あ
る
。
十
三
世
紀
は
学
僧
の
増
加
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
発
見
等
か
ら
文
学
作
品
中
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
使
用
が
体
系
的

と
な
り
象
徴
的
表
象
の
使
用
が
目
立
ち
は
じ
め
、
十
四
・
十
五
世
紀
の
治
大
な
散
文
小
説
、
煩
ら
わ
し
い
ま
で
の
論
議
と
幅
鞍
す
る
筋
に
よ
る
小
説
へ
の
途
を
拓
’

く
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
中
世
文
学
を
考
え
る
時
、
十
四
・
五
世
紀
の
姿
を
投
影
し
て
十
三
世
紀
文
学
を
論
ず
る
可
き
で
な
い
よ
う
に
十
三
世
紀
文
学
を
十
二
世

紀
文
学
に
投
影
し
、
そ
の
世
紀
に
無
か
っ
た
物
を
視
る
事
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
宮
廷
風
恋
愛
」
に
関
す
る
議
論
で
も
、
従
来
乙
の
区
別
が
充
分
に
な
さ
れ
な

(
3
>

い
憾
み
が
あ
っ
た
。
ラ
ザ
l

ル
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
「
宮
廷
風
恋
愛
」
が
南
仏
に
現
わ
れ
、
北
仏
に
伝
播
し
普
及
し
て
い
っ
た
十
二
世
紀
に
問
題
を
限
り
、
そ

の
性
格
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
発
生
に
つ
い
て
著
者
は
「
札
封
印

M
U」
「
栴
鉱
山
h
T」
「
南
仏
持
情
詩
」
の
各
々
の
起
源
問
題
を
多
元
的
に
論
ず
る
可
き
で
あ
る



と
指
摘
す
る
の
み
で
深
く
は
立
入
ら
ぬ
が
、
十
字
軍
に
よ
る
東
方
文
化
と
の
接
触
、
特
に
イ
ス
パ
ニ
ア
回
教
圏
と
の
交
流
を
重
視
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ア
A
l
h

・
ク
ル
ト
ワ

本
書
の
中
心
を
な
す
恋
愛
観
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
の
所
調
「
宮
廷
風
恋
愛
」
と
称
さ
れ
る
も
の
を
三
別
し
、
初
期
南
仏
詩
人
の
皆
．
3

。
2

ク
レ
テ

ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
結
婚
愛
、
ト
リ
ス
タ
ン
に
代
表
さ
れ
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
も
表
わ
れ
る
情
熱
恋
愛
の
三
に
わ
け
、
特
に
乙
の
中
の
皆
．
2
0
B

を
初
期
南
仏
詩
人
達
の
作
品
の
分
析
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
。
国
ロ
．
ω
ロ
ヌ
）
門
的

は
十
一
世
期
末
に
、
十
字
軍
の
初
め
の
熱
情
も
醒
め
、
期
待
も
一
つ
づ
っ

消
え
て
行
っ
た
南
仏
上
層
階
級
の
聞
に
現
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
シ
シ
リ
ア
島
、
イ
ス
パ
ニ
ア
を
通
し
て
垣
間
見
て
い
た
東
方
の
豊
か
な
文
化
と
地
上
的
な
生
の

悦
び
を
実
見
し
た
南
仏
貴
族
達
は
、
北
仏
よ
り
教
会
の
規
制
の
緩
や
か
な
事
も
あ
っ
て
、
新
ら
し
い
宮
廷
生
活
を
創
り
、
そ
乙
に
は
女
性
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。
国
ロ
－
m
B
O
B

は
南
仏
詩
人
の
独
創
と
は
云
え
ぬ
ま
で
も
、
後
の
北
仏
の
「
宮
廷
風
恋
愛
」
の
様
に
c
i
e
g

の
影
響
も
強
く
な
く
、
学
僧

の
中
世
ラ
テ
ン
詩
、
宗
教
文
学
か
ら
生
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
教
説
は
教
会
に
と
っ
て
は
受
入
れ
難
い
物
で
あ
る
が
、
反
教
会
を
目
し
た
物
で
も
な
い
。

こ
の
恋
愛
観
は
北
仏
に
移
る
と
、
物
語
風
な
文
学
で
開
拓
さ
れ
、
在
俗
の
学
僧
が
作
者
に
な
る
た
め
。ie
g

の
影
響
を
強
く
受
け
、
教
会
の
規
制
の
強
い
北

仏
で
は
こ
の
恋
愛
の
包
巳
$
括
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
様
に
南
仏
と
北
仏
で
は
恋
愛
観
が
異
な
っ
て
来
る
の
で
F
R
R

氏
は
南
仏
持
情
詩
人
の
恋
愛
観
を
特
に
営
・

ω
富
。
B

と
称
ん
で
広
義
の

k
p
B
S円
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g
g

立
。
ぽ
と
区
別
す
る
必
要
を
強
調
す
る
。
〉
自
。
日8
5
S
2

と
云
う
用
語
は
十
九
世
紀
の
碩
学
の
g
H
8
3

円
四
回
の
用
語
で
あ
り
、
中
世
南
仏
詩
人
中
で
は

司
包
括
円

K
5
4
0円
関
誌
に
の
0
2
2

．

ω
g
o
g

の
一
例
が
あ
る
の
み
で
、
一
般
に
は
4
2

巳
．
3
2
P

ぎ
ロ
．
2
0
2
4

ロ
．
g
g

と
云
わ
れ
て
い
た
上
、
術
語
と

し
て
の
明
確
さ
を
欠
く
の
で
狭
義
に
は
E

．

3
3

を
用
い
る
。
同
様
に
8
E
S

官
の
語
も
現
代
仏
語
の
語
義
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
南
仏
詩
人
の

観
念
を
示
す
の
に
は
中
世
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
8
2
0
N
E
を
用
い
て
い
る
。
乙
の
語
は
領
主
の
館
、
宮
廷
を
表
わ
す

8
5
8
R

（
八E
？

8
F
2
ろ
か
ら
出
て

i
－g
Z

に
対
応
す
る
。

。
。
同
件
。
N
E

の
内
容
は
、
乙
の
語
と
深
い
関
連
を
持
つ
E
g
g
s

－
］0
4
0ロ
タ
同
M
B
R
O
仏
O
B

同
等
と
共
に
捉
え
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
第
一
章
は
そ
の

ム
ズ
ラ

解
明
に
当
て
ら
れ
る
。
ラ
ザ
l

ル
氏
に
依
れ
ば
。
。2
0
N
E
が
成
立
す
る
に
は
三
つ
の
態
度
が
必
要
と
さ
れ
る
。
即
ち
由
民5
3

で
愛
す
る
事
、
中
庸
を
保

予
ヨ
ヴ
エ
ン
ス
フ
イ
ナ
モ
ル
ス

P

ヨ
ヴ
且
ン
ス

つ
事
、
爽
気
を
持
つ
事
の
三
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
精
徴
の
愛
と
爽
気
は
北
仏
の
め
2
2

。
E
o

と
南
仏
の
の
。2
0
N
E
を
隔
て
る
物
で
あ
る
と
云
う
。
ラ
ザ



パ
4
v

l
h
N氏
は
デ
ノ
ミ
師
の
「
のO
E
R
E

は
雅
び
の
恋
を
す
る
人
の
理
想
で
あ
り
、
徳
で
あ
り
、
。
。
ロ
立

O
E
o
は
騎
士
の
理
想
で
あ
る
」
と
云
う
定
義
を
引
用
し
、

南
仏
の
の
2
5
S

を
特
徴
づ
け
る
。
そ
し
て

E
．

2
0
2

乙
そ
埋
め

g
g
L
。
話
回
帥

L
a
・
8
2
0
N
E
胃

2
0
a
R
e
s
a

の
源
泉
で
あ
る
と
云
う
。
で

は

E
．

3

。
B

と
は
何
か
？

こ
こ
で
は
明
解
な
F
8
1
0
同
教
授
の
解
説
を
借
り
よ
う
。
フ
ラ
ピ
エ
氏
に
よ
れ
ば
、E
R
m
w
E
R
m
に
は
次
の
六
つ
の
特
徴
が

あ
る
。
一
、
先
ず
、
多
く
は
人
妻
に
対
す
る
愛
で
あ
っ
て
夫
婦
聞
に
存
し
得
な
い
。
二
、
愛
さ
れ
る
女
性
は
貴
族
で
あ
り
、
多
く
は
愛
す
る
騎
士
よ
り
上
層
の

貴
女
で
あ
る
。
三
、
盲
目
的
な
恋
で
も
宿
命
的
な
恋
で
も
な
く
、
意
志
と
理
性
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
優
れ
た
女
性
に
奉
げ
ら
れ
る
。
四
、
女
性
の
名
は
秘
密
に

保
た
れ
る
。
五
乙
の
恋
は
容
易
に
得
ら
れ
で
は
な
ら
ず
ハa
z

回
巳
Z
U
3
0
8
5
E
2
8
、
多
く
の
障
害
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
え
・

3
0

円
借
宮
吾
）
。

(
5
>

六
、
愛
す
る
者
は
定
め
ら
れ
た
戒
律
、
手
順
に
順
が
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

乙
の

E
．

5
3

の
観
念
を
得
て
初
め
て
8

立
O
N
E－
B
o
g
s

－
苔
g
m

が
捉
え
ら
れ
る
。
即
ち
凶
器

2
5

の
外
的
・
社
会
的
表
現
が
8
5
E

で

あ
り
、
内
的
規
範
が
目
。
N
E
E

で
あ
り
理
性
的
側
面
で
あ
っ
て
』
o
s
g

は
内
的
感
性
で
あ
る
。
旬
。s
g

は
「
若
さ
」
の
み
で
は
な
く
王
者
の
徳
性
と
さ
れ

る
「
気
前
の
良
さ
」
「
応
暢
さ
」
を
含
む
の
で
あ
る
。
こ
の
両
意
を
含
む
単
語
は
ロ
マ
ン
語
祖
語
に
は
無
く
、
ア
ラ
ピ
ヤ
語
に
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
特
に
こ
の
語
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が
イ
ス
パ
ニ
ア
と
往
復
を
重
ね
た
冨
R
S
官
p
n
2
g
g
g

等
に
多
い
事
か
ら
ア
ラ
ビ
ヤ
の
影
響
を
ラ
ザ
l

ル
氏
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
旬
。2
5

は
北
仏
の

8
R
Z
E

ゅ
で
は
見
ら
れ
ぬ
が
南
仏
詩
人
の
8
2
2
E

に
は
欠
く
事
の
出
来
ぬ
も
の
と
ラ
ザ
l

ル
氏
は
テ
ク
ス
ト
の
上
に
論
証
す
る
。
乙
の
観
念
は
ア
ラ
ビ
ヤ

神
学
に
見
ら
れ
イ
ブ
ン
・
シ
ナ
k
r
i
sロ
ロ
ゅ
の
霊
魂
論
第
五
章
に
も
見
ら
れ
る
と
云
い
、
そ
こ
で
は
「
若
さ
」
「
心
の
潤
さ
」
「
気
持
の
良
さ
」
を
含
む
観
念

で
あ
る
と
云
う
。

こ
の

H
O
S
E
は
冨
自
己
ω

に
よ
っ
て
均
衡
を
得
る
。
武
勲
詩
か
ら
騎
士
道
小
説
に
至
る
騎
士
の
徳
性
と
し
て
冨
g
z
s

が
重
視
さ
れ
る
と
と
は
のg
z
a
回
目
。

で
も
、
の
O
Z
R
U

と
同
じ
く
宮

m
g
g

が
重
視
さ
れ
る
事
を
示
す
。
富
良
回
目
は
中
世
に
重
視
さ
れ
た
徳
性
で
問
。EE

も
冨
ω

号
待

F
S
B

の
庶
民

g
g
z

も
吋
8
2

も
宏
明
日

0
8
5

か
ら
死
に
至
っ
て
い
る
o
n
O
Z
O
N
E－
冨
R
R
P

旬
。25

が
属
性
で
あ
る
の
に
対
し
句
B
Z
o
g

－2

は
結
果
で
あ
っ

て
8
2
0
N

で
官
話
器
な
騎
士
が
何
事
に
於
で
も
冨

o
g
g

を
保
て
ば

P
E
N
0
4
包
2

は
自
ず
か
ら
得
ら
れ
、
恋
に
於
て
は
旬
。F
吉
町
に
達
す
る
事
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
斯
の
様
に
の
0
5
N
F
Z
O
N
C
E－H
O話回
帥

L
B
R
O
S
E

－
宮
町
の
諸
観
念
は
皆
．
3
3

の
と
の
関
係
上
に
捉
え
ら
れ
る
。
士
一
世
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紀
に
南
仏
に
現
わ
れ
た
恋
愛
と
は
こ
の
よ
う
な
構
成
の
E

・

m
B
O
B

な
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
女
性
崇
拝
で
は
な
い
。
こ
の
恋
愛
は
人
妻
に
向
け
ら
れ
る
の

第
二
章
包
含
句
。h
h嶋崎
H
h
a
ミ
ミ
宮
崎
号
、
Q
h
噌
輔
、hH透
。
ョ
の
百
頁
は
、
こ
の
問
題
に
当
て
ら

れ
る
。
ラ
ザ
l

ル
氏
は
、
先
ず
、
南
仏
詩
人
を
、
皆
．30
2

に
対
す
る
態
度
に
よ
っ
て
官
民
忠
岡
昆
巳
・
回
R
S
E

骨
〈

g
s
e
g

に
代
表
さ
れ
る
置
か
・

で
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
仏
g
B
g
z
s

で
は
な
い
の
か
？

色
目
白
骨
g

と
富
一
R
S
σ
E

に
代
表
さ
れ
る
円
。
島
田

仏
詩
人
の
恋
愛
観
は
均
一
に
由
民
2
0
2

で
あ
り
、
E

．

2
0
2

の
不
道
徳
性
を
攻
撃
し
た
と
云
う
通
説
の
5
2

与
g

で
す
ら
作
品
で
は
は
っ
き
り
人
妻

と
の
恋
を
歌
い
、
し
か
も
そ
の
渇
望
は
肉
欲
的
で
あ
り
、
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
で
は
な
い
と
云
う
。
由
民
ω
目
。
B

は
そ
の
の
0
2
0
N
E句0
8

ロ
タ
同o
r
P
2
N
0
4色
。
円

等
の
観
念
か
ら
、
修
辞
上
の
慣
用
的
云
い
廻
し
が
多
く
出
来
、N
ロ
B
P
2

の
云
う
己
州
耳
目
。
円
を
持
つ
文
学
形
式
を
つ
く
る
が
、
北
仏
で
は
紋
切
型
と
な
る
こ
の

形
式
も
南
仏
で
は
、
地
中
海
世
界
的
情
熱
に
支
え
ら
れ
た
個
性
的
表
現
の
力
を
持
つ
と
ラ
ザl
ル
氏
は
指
摘
し
、
多
く
の
作
品
の
分
析
に
よ
っ
て
、
買5
3

の
中
心
に
は
官
能
的
快
楽
へ
の
指
向
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
。
恋
人
の
目
差
も
〕
邑
を
与
へ
、
恋
の
成
就
は
全
き
歓
喜
を
与
え
る
。
（
円
ロ
旦

O
ロ
内
庁
ω
ω
B
S
Z

仏O
B
O
E

－m
g
ロ
8
2

ロ
O

官
官
吉
宮
O
B
o
e－
ロ
∞
）
〉
乙
の
玄
に
与
か
る
の
は
出
口
朗
自ω
自
の
特
権
で
あ
っ
て

i
z
z

は
こ
れ
を
知
り
得
な
い
。
従
っ

て
乙
の
〕
色
は
肉
体
的
快
楽
の
み
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
恋
愛
は
恋
す
る
人
を
高
貴
に
し
そ
の
用
語
に
、
宗
教
的
用
語
さ
え
用
い
ら
れ
る
が
、
教
会
の
圏
- 91-

外
で
行
な
わ
れ
、
し
か
も
反
宗
教
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ラ
ザ
l

ル
氏
が
仲
呂
田
白
色
で
は
な
く
ω
自
白
色
な
の
で
あ
る
と
す
る
乙
の
恋
愛
は
北
仏
に
入
る
と

変
質
せ
ず
に
は
い
な
い
。
修
辞
を
支
え
て
い
た
構
造
は
南
仏
で
は
情
熱
に
満
ち
て
い
た
が
、
北
仏
で
は
、
構
造
の
み
が
斉
ら
さ
れ
、
習
得
さ
れ
る
技
術
に
な
っ

て
行
く
官
立
円
包
B
O

円
）
。
南
仏
の
こ
の
恋
愛
は
守
巳
官
。
で
あ
っ
て
目
白
色
の
世
界
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
ラ
ザl
ル
氏
は
説
明
す
る
。
南
仏
社
会
に
お

け
る
乙
の
恋
愛
と
道
徳
の
問
題
は
、
ど
う
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
？
ラ
ザ
i

ル
氏
は
そ
れ
を
ア
ヴ
ィ
ケ
ン
ナ
H
g
m
E
S

の
「
二
重
の
真
理
説
巴
戸M
o
n
g
－

同
門
問
符
〈
R
R
a
g

」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
北
仏
に
入
る
と
凶
尺
ω
B
O
B

と
道
徳
の
問
題
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
乙
乙
に
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド

・
ト
ロ
ワ
の

g
s

：
。
ロ
古
関
包
が
生
れ
、
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
姦
通
の
美
化
が
生
れ
る
。
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
の
秘
薬
と
し
て
の

ω
B
O
R

－
習
を
g

の
問
題
が

(
8
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特
に
北
仏
に
於
て
開
拓
さ
れ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

以
下
の
第
三
章
、
第
四
章
は
、
品D．

m
g
。
円
切
が
北
仏
で
却
何
に
受
入
れ
ら
れ
た
か
を
、
ト
マ
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
」
、
マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
「
短
詩
」



ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
四
作
品
ア
ン
ド
レ
・
シ
ャ
プ
ラ
ン
の
教
説
の
検
討
に
よ
っ
て
追
究
し
て
行
く
。
由
民

ω
目
。
2

の
構
造
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
作
品

の
差
異
は
鮮
や
か
に
見
え
て
来
る
。
マ
リ
の
作
品
、
又
、
「
ト
リ
ス
タ
ン
」
に
於
い
て
南
仏
由
民
自
5
2

に
あ
る
円
。
。
可
包
含
E
E
G
E
m
－
－
が
は
っ
き
り
存
在

す
る
事
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
「
ク
リ
ジ
ェ
ス
」
の
「
反
ト
リ
ス
タ
ン
性
」
の
限
界
、マ
リ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
が
由
民
ω

目
。
門
前
を
受
容
し
乍
ら
も
、
そ
の
規
則
の

枠
の
厳
し
さ
に
反
対
し
て
い
る
指
摘
（
一
九
三
頁
）
等
、ラ
ザ
l

ル
氏
の
見
解
が
作
品
の
理
解
を
深
め
た
点
は
多
い
が
北
仏
文
学
に
於
け
るω
目
。
R
8
R

宮
山
田

に
関
し
て
は
既
知
の
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
ラ
ザi
ル
氏
の
見
解
に
対
し
異
論
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
を
二
、
三
し
る
し
た
い
。

姦
通
と
道
徳
の
問
題
に
つ
い
て
の
ラ
ザ
l

ル
氏
の
見
解
は
、
確
か
に
こ
乙
に
挙
げ
ら
れ
た
北
仏
十
二
世
紀
の
作
品
で
は
成
立
す
る
が
、
北
仏
の
物
語
風
文
学

を
南
仏
持
情
詩
と
比
較
し
て
い
る
点
は
問
題
を
残
す
。
補
説
で
は
一
応
北
仏
持
情
詩
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
－
ヨ
E
g

で
あ
っ
て
自
白
色
で
な
い
点
は
、

北
仏
持
情
詩
で
も
同
様
で
あ
る
。
補
説
中
で
、
北
仏
持
情
詩
中
の
、
女
性
の
形
容
が
抽
象
的
で

印
砕
か
円
。
。
q
志
で
あ
る
と
ラ
ザ

l

ル
氏
は
云
う
が
（
二
六
七

頁
）
こ
れ
も
南
仏
持
情
詩
人
に
つ
い
て
も
同
様
に
云
え
る
事
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
の
女
性
描
写
と
持
情
詩
と
の
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
る
可
き
と
思
わ

(
8
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れ
る
。
ま
た
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
を
取
上
げ
乍
ら
、
彼
の
二
つ
の
持
情
詩
を
考
慮
し
な
い
の
も
不
用
意
と
云
え
よ
う
。
特
に
ロ
〆
B
2
m
ρ

巳
自
ば

g
z
m

目
。

に
初
ま
る
詩
（
回
日
g
n
v
n
g
ミ
句
な
さ
お
を
ア
宮
ゅ
の
ゆ
ω
N）
は
回
2
5
a
e

〈
自
宮
内
田O
R

の
絶
唱

D
E
E
d
括
判
U
E
R
E
ω

自

2
2

の
影
響
の
下
に
書
か

（
叩
）

れ
、
し
か
も
皆
．
g
o
g

と
微
妙
な
隔
り
を
見
せ
て
い
る
事
は
司
E

翌
日
氏
も
指
摘
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
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ラ
ザ
l

ル
氏
は
ト
ス
リ
タ
ン
物
語
の
中
で
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ズ
l

の
聞
に
置
か
れ
て
い
た
剣
は
、
マ
ル
ク
王
を
歎
む
く
為
の
作
為
と
す
る
。
こ
の
点
と
イ
ズ

l

の
姦
通
と
フ
ェ
ニ
ス
の
姦
通
は
帰
す
る
点
は
同
じ
と
す
る
見
解
、
又
、
イ
ズ
l

が
マ
ル
ク
王
と
の
初
夜
を
プ
ラ
ン
ガ
ン
に
代
ら
せ
た
の
を
ト
リ
ス
タ
ン
に
対

す
る
イ
ズ
l

の
配
慮
と
し
て
考
え
る
所
で
は
、
テ
ク
ス
ト
へ
の
密
着
で
余
人
の
及
ば
ぬ
肉
迫
を
示
し
た
ラ
ザ
l

ル
氏
も
近
代
的
、
合
理
主
義
的
解
釈
に
傾
む
き

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
懸
念
を
感
じ
さ
せ
る
。
プ
ラ
ン
ガ
ン
と
替
わ
っ
た
の
は
、
乞
食
に
粉
し
た
ト
リ
ス
タ
ン
に
背
負
わ
れ
て
川
を
渡
り
偽
証
を

脱
れ
た
ト
リ
ッ
ク
に
類
す
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
ト
リ
ス
タ
ン
物
語
」
で
原
ト
リ
ス
タ
ン
を
論
じ
な
い
の
は
テ
ク
ス
ト
の
上
に
問
題
を
扱
う
配

慮
で
あ
ろ
う
が
、
宮
守B

の
期
限
の
問
題
に
つ
い
て
は
論
議
が
不
足
で
あ
っ
て
こ
の
両
点
は
惜
し
ま
れ
る
。

以
上
、
気
付
く
ま
ま
に
問
題
点
を
取
上
げ
た
が
本
書
が
、
中
世
仏
文
学
作
品
の
理
解
に
重
要
な
問
題
を
提
起
し
、
中
世
の
作
品
を
そ
の
時
代
に
位
置
づ
け
正
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edition 
critique a

v
e
c
 traduction, introduction, 

notes et 
glossaire. 

Paris 
Klincksieck, 

1966 
~
ミ
~
~
’
｜
ム
同
Q
偲
程
令
〈
誌
~
時
。

Class
ザ

ication
des t
h
e
m
e
s
 a
m
o
u
r
e
u
x
 et 
d
e
s
 i
m
a
g
e
s
 ρ

oetiques 
d
a
n
s
 !'oeuvre 

d
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n
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e
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I
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.
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婦
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叶
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忠
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干
ミ
母
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rgences, 1963) 

（
制
＋
＜

111田
図
蜘
担

B
950, 
D
 1) 

~I
時
室
長

上4
制

Tも
ど
1,£\>V

Q~-R·l'
程
畢
為
雄
臨
上
d~さ

や
ド
ニ
ト

ca0
A
u
e
r
b
a
c
h
:
 M
i
m
e
s
i
s
 

...4)~h! 
Chretien de T

r
o
y
e
s
 
E豊富~h!

お
い
十
川
担
™
君
事
話
題
駐
日
五
￥
盟
〈
ゃ
い

ニ
t-0...\J掛

栴
君
事
P吋
い
ニ

t-0。

σ
コ
σ

コ



司
A
.
 J. 

D
e
n
o
m
y
嵩
~
fin' 
a
m
o
r
s
 
Q
牢
岡
（
割
以
噌
~
~
組

[Ill.
.
.
）
~
緋
栴
叫
！
日
吋
IQ

。
E
撞
~
~
~

Ql[[盟主；！
i!!JS..J制

服
Q
程
令
〈
誌
時
時
。

Fin' a
m
o
r
s
:
 the ρ

u
r
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r
o
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a
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o
u
r
s
,
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a
n
o
r
m
l
i
t
y
 a
n
d
 ρ

ossible source, 
M
e
d
i
e
v
a
l
 Studies VII, 

1945 
pp. 
139-207. 

T
h
e
 H
e
r
e
s
y
 o
f
 C
o
u
r
t
l
y
 love. 
B
o
s
t
o
n
 1947. 

J
o
v
e
n
s
:
 the n
o
t
i
o
n
 o
f
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o
u
t
h
 a
m
o
n
g
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r
o
u
b
a
d
o
u
r
s
,
 its 
m
e
a
n
i
n
g
 a
n
d
 source. 
M
e
d
i
e
v
a
l
 Studies 

XI, 
1949. 
pp. 
1-22. 

“
Jo

is”
a

m
o

n
g

 the early troubadours. its 
m
e
a
n
i
n
g
 a
n
d
 ρ

ossible source M
e
d
i
e
v
a
l
 Studies X

I
I
I
 
1951. 
pp. 
177-217. 

C
o
u
r
t
y
 L
o
v
e
 a
n
d
 Courtliness, S

p
e
c
u
l
u
m
 X
X
V
I
I
I
I
,
 1953. 
pp. 
44-63. 
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d
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e
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d
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e
t
i
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e
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pp. 
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Jean
Frappier: 

C
h
r
e
t
i
e
n
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e
 T
r
o
y
e
s
 (Hatier, 

Connaissance des 
Lettres）

.
上
三
去
三
Q

.1-6·1'~剛
宰
守
て

1＋
；
ド
ニ
時
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L
a
 Conception d

e
 l’am

o
u

r courtois, 
o
u
 fine a
m
o
r
,
 
est 
u
n
e
 des creations 

les 
plus 
orignales 

et 
les 
plus 
audacieuses 

d
u
 M
o
y
e
n
 A
g
e
.
 U
n
 

desacord, 
sinon u
n
e
 incompatibilite, 

s’accuse entre 
elle 
et 
le 
mariage. 

L
a
 d
a
m
e
 d
e
v
o
t
e
m
e
n
t
 a
i
m
e
e
 est 
le 
plus 
souvent 

d’un 
rang 
social 

superieur a
 celui 
d
e
 l'amant, 

si 
bien q
u
e
 le 
service d’am

o
u

r est 
e
n
 partie 
calque 
sur l
'
h
o
m
m
a
g
e
 feodal 
et 
les 
devoirs 
d
u
 vassal 
envers 

s
o
n
 seigneur. 

T
o
u
t
 e
n
 se 

prる
sentant
c
o
m
m
e
 u
n
 sentiment absolu, 

1’am
o

u
r courtois n’est pas u

n
e
 passion aveugle ni 

fatale ;
 il 
se 
fonde 

sur u
n
 choix, 

n’exclut pas toute 
volonte 
ni 
raison ;
 la 
d
a
m
e
 est 

elue
卯

ur
sa 
beaute 
physique 

et 
morale, 

p
o
u
r
 
sa 
valeur. 

L
a
 loi 
d
u
 
Ql; 

secret s’im
pose aussi au

x
“

fin
s a
m
a
n
t
s
 ", 
et 
sans 

et目
前

cessairement
chaste-il 

s’en 
faut 

m
e
~
e
 
b
e
a
u
c
o
u
p
 

d’ap
res 
certains 

textes一
，

l’am
o

u
r courtois 

est 
e
n
 principe u

n
 a
m
o
u
r
く

d
e
loin >
 ,
 fortifie 
p
a
r
 l' absence et 

par les 
obstacles. 

Enfin il 
s’est constitue 

en 
doctrine, 

avec u
n
 c
o
d
e
 et 
etiquette 

qui r匂
lementaient

“
l’a

v
a
n
c
e
m
e
n
t
o
伍

ciel
des am

ants
”
(

S
tendhal) 

(1957
壮
麗

pp.
14-15, 

1968
叶
蛍

p.
11) 
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f
r
a
n
r
a
i
s
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 (Larousse 1967. 

p. 
8) 

~
 <lJH田

君
主

；！~民
心
！
＇
（
＋
；
•
£
＼
尋
ド
ニ
時
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ト
Peter D
r
o
n
k
e
:
 M
e
d
i
e
v
a
l
 latin 
a
n
d
 the R
i
s
e
 o
f
 e
u
r
oρ

e
a
n
 love-lyric 

(
O
x
f
o
r
d
 1965）

包
“

I
a
m
 convinced

白
紙

that
received opinon, 

this 
belief 
in 
a
 wh
o
l
l
y
 n
e
w
 conception of love, 

is 
false. 
I
 a
m
 c
o
n
v
i
n
c
e
d
白
紙

the
question, 

w
h
y
 did this 

n
e
w
 feeling 

arise 
at 
s
u
c
h
 
a
 

place 
at 
such a
 time, 
in 
such a
 society, 
is 
a
 misleading one. 

F
o
r
 I
 should like 

to 
suggest

出
at
the 
feelings 
a
n
d
 conceptions 

of 
a
m
o
u
r
 

courtois are universally possible, 
possible 
in 
a
n
y
 t
i
m
e
 o
r
 place 
a
n
d
 o
n
 a
n
y
 level 
of society (p. 2）
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